
※演題につきましては変更される場合もございますので、予めご了承ください。
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慢性便秘症診療におけるエコー検査の臨床的意義 －今後の展望を含めて－

新しい時代を迎えた慢性便秘症診断と治療 ～便秘エコーを日々の診療・治療に～

講演1

最新の慢性便秘症診断と治療について

マーケティング部　shm-fms-event@fujifilm.com

便通異常症診療ガイドライン2023発刊記念
～慢性便秘症の病態機能評価に超音波は有用か～
慢性便秘症診療ガイドライン2017が発刊され6年。日本消化管学会から、「便通異常症診療ガイドライン2023-慢性便秘症」が2023
年7月13日に南江堂より刊行されました。
今回ガイドライン委員会の先生方に、ガイドラインの改訂のポイント、特に超音波について講演いただき、非侵襲的で簡便に繰り返し
検査可能な便秘エコーをどうやって広めていくかをディスカッションいただきます。

配信期間

配信期間中にいつでも動画をご覧いただけます。
ご視聴には事前のお申し込みが必要です。

お申込みURL / QRコード

Webオンデマンドセミナー

https://bit.ly/451BQKg

スマートフォンからの場合、
お申し込みページは
ここからもアクセスできます。
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お問い合わせ先

便秘エコーをどうやって広めていくか？ディスカッション

便秘診療におけるエコーの有用性と今後の展望 ～AIによるエコー画像読影支援を含めて～講演2
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